
十分な放射線防護を行っても、なお高い被ばく線量を眼の水晶体に受ける
可能性のある労働者に関する実態調査の概要（個人線量計装着状況関係）

推薦学会
推薦された

施設/医師数（a）
個人線量計装着
施設/医師数（b）

個人線量計装着率
(b)÷(a)×100

日本医学放射線学会・IVR学会 13 13 100%

日本循環器学会 9 5 56%

日本消化器病学会 23 10 43%

日本整形外科学会 12 2 17%

日本脳神経血管内治療学会 2 2（注） 100%（注）

【個人線量計装着状況】

第５回及び第６回 眼の水晶体の被ばく限度の見直し等に関する検討会 欅田委員提出資料 より作成

推薦学会 調査施設数 医師
日本循環器学会 3 循環器内科
日本脳神経血管内治療学会 2 脳神経外科
日本医学放射線学会
日本IVR学会

2 放射線科

日本整形外科学会 3 整形外科
日本消化器病学会 5 消化器内科

各学会(日本放射線医学会・日本IVR学会、整形外科学会、日本循環器学会、日本消化器病学会、
日本脳神経血管内治療学会)に推薦された十分な放射線防護を行っても、なお高い被ばく線量を
眼の水晶体に受ける可能性のある労働者に関する実態調査の実施可能性調査の結果
（本調査2019年5月-7月）
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注：急遽対象領域として追加のため事前に2018年度の個人被ばく線量値が確認できる施設を当該学会に推薦依頼したため装着率は実態を反映していない可能性がある。
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